
 

２０１２～１３年度「社会奉仕功労賞」 

 

 

 

1 岐阜長良川ロータリークラブ 

「災害復興支援プロジェクト 石巻南ＲＣとの桜の植樹」 

 

 

2 岐阜南ロータリークラブ 

「『ｅコミ防災マップ』立ち上げ協力」 

   

 

3 中津川ロータリークラブ 

「防災運動会」 

 

 

4 津ロータリークラブ 

「神戸新池さかな放流事業」 

 

 

 

 

 

今年度は事業の一つといたしまして、社会奉仕功労賞を選定しました。 

前年度に「新たな奉仕にチャレンジ」に関するアンケートをいただきました

中から、今の時代にあった新しい社会奉仕活動や環境保全に取り組まれ、特に

素晴らしい活動をされましたクラブを委員会で選びました。 

その結果、上記の４クラブに対してガバナー表彰をしていただきました。 

 

これらの素晴らしい活動報告をクラブへ紹介して頂き、それぞれの「地域の求

めている新しい社会奉仕へのチャレンジ」へと昇華して頂くことを期待してい

ます。 

 

詳細を掲載いたしますので、クラブ活動にお役立てください。 
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1 岐阜長良川ロータリークラブ 

「災害復興支援プロジェクト 石巻南ＲＣとの桜の植樹」 

岐阜長良川ＲＣ 辻精二 

 

地区協議会の事例紹介 「石巻に桜を咲かせよう」運動 

  

１．我々のクラブは本年創立 50 年を迎えるクラブで、先輩は多士済々で大変

アカデミックなクラブだと思っています。年次計画通りのスマートなクラブ

運営が行なわれてきました。  

しかし今度の様な奉仕活動では、臨機応変、我共の好きな「走りながら考える」

が必要で、皆様にご理解頂くのに苦労がありました。  

 

２．奉仕活動の種は、これまでも例会時に発掘され「石巻へ桜を咲かせよう」

運動もその一つです。  

 

３．我々は、石巻南ＲＣの会員の皆様がリーダーとして地元の人達と一緒にで

きる、元気が出る事業を立ち上げ、それに我々も参加したいとお願いした結

果、桜の植樹となりました。  

 

４．事業名を「石巻に桜を咲かせよう」として、地元岐阜の皆様の被災地を思

うお気持を桜に託したいと、チャリティコンペ、フリーマーケット、募金活

動を通して約５００名の方のご厚志を頂き、資材を購入しました。2012 年の

３月４日会員２０名程で第一回の植樹式に参加しました。  

 

５．これまでに石巻と女川へ約３００本の桜が植樹されました。  

 

６．募金に参加して頂いた皆様へ植樹の報告をする為に、放送局、新聞社、ロ

ータリーの友、ガバナー月信等の紙面をお借りして広報活を積極的に展開し

ました  

 

７．昨年 6 月に石巻南ロータリークラブの会員ご婦人十数名が来岐頂き懇親を

深めました。  

 

８．石巻南クラブも観桜例会を催される迄になられ、ご招待を頂きましたので
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会員ご婦人２０名程で石巻を訪問して懇親を深めて来ます。  

 北上川河口に広がる石巻市は、長良川中流域にある岐阜とは趣が少し違います

が、独眼竜政宗と天下布武の信長とそれぞれ古い歴史があり、共通点も多く、

名所旧跡には事欠かない所であります。  

 

９．石巻の皆様と一杯飲んだ時、当時を振り返って、ロータリーどころではな

い時期、岐阜から来てくれロータリアンの強い絆を感じた。 

 

自分の事で目一杯であったが、地元のリーダーとしての責任に気付き、クラブ

は解散するばかりであったが頑張って来てよかった。  

今度はそっち（東海沖地震）の番なので、その時は任しといてくれと心強いお

言葉を頂いております。 

 

 

※以下は、分科会会場にて時間の関係で未発表の大切な部分について補足。 

 

■「石巻に桜を咲かせよう」運動は石巻南ＲＣへどんな事でお役に立てるか解

らなかった。その為のマイルストーン（一里塚）として先方さんと一緒に汗を

かき、一緒に酒を飲む中で、本当にお役に立てる事を探し出す機会作りであっ

た。 

 

■実は事業は何でも良かったが、毎年咲く桜が最高の選択であった。 

 

■付帯事業として翌年、女川町の図書館復興の為に、会員緒家に眠っている図

書券を集めて贈呈した。 

  

■この事業は、リスクが大きく大変であったが、楽しい苦労であったとしみじ

み思っている。リスクを背負う事で若い会員が、真剣に向き合い素晴らしい知

恵を出してくれた。これこそ退会防止の妙薬だと先輩と語っている。 

 

■１０年前に米山奨学生の提案で行った「ミヤンマーの井戸掘り事業」を思い

出す。 

  

■クラブ全員で出し合った知恵とかいた汗の例 
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①石巻を訪問するには１泊二日で約１０万円掛かる。それを半分で行ける知恵

を出した人。お蔭様で２０名の会員（全員の 40％）が植樹事業に参加してくれ

た。 

 

②期中の出来事で予算措置は全くないのでどうしようかと皆様に相談した。 

 予備費を使えと提案する人あったが、その時は成功するかどうか判断できな

かった。 

そんな時、チャリティゴルフ、オークション、街頭募金を行おうと知恵をだし

た人。 

 写真パネルを作る人、募金の登りの作る人、募金箱を作る人、それぞれ自発

的に進んだ。  

 街頭募金は、岐阜Ａグループの故金ＡＤも参加して、一月の寒空に岐阜駅構

内で行った。 

 お蔭様で、我々の地域５０２名の方々に募金にご参加頂き、資材の購入に充

てられた。 

 

③募金位参加して頂いた方々への「盛大な植樹成功」を報告する為の広報に汗

を流した人。 

 ガバナー月信 2012.03号、2012.04号、 

 2012.06 ロータリーの友、2012.ＮＯ71 英語版 

 2012.03.05ＮＨＫの朝のテレビ３回放映（宮城県版）、朝のラジオ（全国版） 

 2012.03.06 中日新聞 

 2012.03.11 岐阜新聞 

 2012.03.14 石巻かほく新聞 

 

④2012.03.05 桜の植樹式へ参加出来ない人へ如何するか考えた人。 

 寒い時に寒いところへ行けない会員の方々に、桜に絵馬を飾る事を提案した。 

 行けない方々、ご家族の為に臨場感の溢れるビデオの制作を提案した。 

 スマートホン、カメラ、ビデオで撮影された映像をもとにテロップを追加し

て作成。会員、ご家族へ何度も、何度も、放映した。（クラブ内広報） 
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「ロータリーの友 平成２４年６月号」より 

 

是非、我々のクラブにメーキャップにお越しください。 

例会後にこの後のお話を詳しくさせていただきます。 

以 上  
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2 岐阜南ロータリークラブ 

「『ｅコミ防災マップ』立ち上げ協力」 

岐阜南ＲＣ 小野伸秋 
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ちょうど東日本大震災の時に東京に居りました。その後、福島に行く予定で

したが、情報が取れない、車が入れない。こんな時にどうするかということで、

防災科学研究所が、災害が起きた時にどうするかということで、書き込み地図

というものを作りました。それが元になったシステムです。 

みなさん使ってくださいとのことですので、ファルコンさんや岐阜大学と協

力してこれを地元に広げようと、本当に震災になった時に自分がどうすべきか

を考えた時にシュミレーションすべきだということです。シュミレーションす

るには、ＧＩＳが一番便利です。今は、皆さんスマートホンをお持ちです。ど

こからでも見ることができ、書き込みもできます。そのお手伝いをＮＰＯなど

いろんなところがやっていますが、できないところを私たちロータリークラブ

ができればいいのではないかということで紹介させていただきます。 

地域の情報を共有するということが一番難しい。皆さん自分の住んでいると

ころを考えてみてください。津波が来たらどこへ逃げるかとか、独居老人がど

こにいるかとか、水害にあった時にどこに避難するのかとか、地域毎で掌握す

べきです。起きた時にどうなるの？ということを誰も何も考えていないことが

多いのが現状です。行政が作ったものは、絵に描いた餅で、実際には使えない

ものが多いです。 

マップ作りをファルコンさんや大学やＮＰＯ、などと共同研究を始めていま

す。資料をご覧ください。また、今年から、フリーで使えるようなものを作っ

ていますので、もしみなさんが使いたいと思われましたら、大学やファルコン

さんのほうへ電話、メールなどしてください。対応していただけると思います。 

例えば、自分たちの地域でやってみたいとかいう要望に応じて説明会など、

今色々なところを回っています。ファルコンさんは各地のデータベースを持ち、

岐阜、愛知、三重など回っています。データベースがあれば、易く地域ごとに

ｅコミマップができるということがわかっています。 

平坦地で、水害があったらどうするか、ということですが今は高さデータが

簡単に取れます。行政はそういう地図を持っていますが、その地図を活用して
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避難場所が本当にそこでいいのかということも地元でシュミレーションせずに

行政が適当にいいだろうとしてしまっているところがあります。 

今、行政側が地図情報をただで使ってください、と国が共有空間を作るため

の地図を無償で配布する事業を行っています。ですので、市町村も地図をほぼ

ただに近い状態で取れますから、それをベースに自分たちが書き込む情報さえ

作れば、自分たちの地図ができる。それも、自分たちの作りたい地図ができる。

その意味で有効だということが言えます。 

昭和５１年の９．１２災害の時、僕は墨俣町の職員だったので、一か月間風

呂も入らずに救援物資を運んだという経験があります。あの時、どこまで水か

来るかということを誰も知らなかったのです。だから、車を堤防の上にもあげ

ずに、車をドボンと浸からせてしまいました。下から水が押し寄せてきました。 

当時、ここまで水が来たという水位標を立てましたが、のど元過ぎれば熱さ

忘れる、で立っていません。津波の起きた所も、今立てようといっていますが

数年すれば、またわからなくなります。それらも含めて、そういった情報をど

うするか。教育の場で、小学生や中学生に自分たちで作ってもらったらどうか

ということで、試みとして大学やＮＰＯなどが一生懸命やっています。 

こういったことの活用のお手伝いがロータリーでできればいいなということで、

試みをやろうとしています。また、こういったものを作ることにより小学生の

頃から、この辺りはどうだとか地域のことがわかったりするので組織的に、教

育の場に持っていくことも有意義なことだと思っております。 

また、災害が起きた時、私は東日本大震災の時東京で、まったく動きが取れな

くて、地下鉄は動かず、車も動けず、家にも帰れず、泊まるところもなく、会

社の中に女性も男性もごろ寝で過ごしました。こんな事が起こるということを、

自分の会社でも、地図を含めて考えると、いいだろうと考えています。 

今年の１２月までは、システムも自由に使えますので、皆さんも興味があれ

ば、地元でやっていただければ、いいものになるのではないかと思っています。 

連絡先も書いてありますので、是非連絡していただければと思います。
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3 中津川ロータリークラブ 

「防災運動会」 

中津川ＲＣ 塚田眞一郎 

 

平成 25 年度 中津川ロータリークラブ社会奉仕事業事例発表 

防災運動会〈防災体験フェスティバル〉 

 

開催日時 平成２５年１１月１７日（日）午前９時～午後２時 

場  所 中津川市立第一中学校 グランド及び体育館 

主  催 中津地区区長会 

共  催 防災士なかつがわ会 

後  援 中津川市 

     中津川市社会福祉協議会 

     中津川ロータリークラブ 

運  営 防災運動会実行委員会 

協  力 第一中学校・第二中学校 

目  的 みんなで楽しく学ぶことにより、地域のネットワークを深め、安心･

安全な地域づくりに貢献する。 

 ※南海トラフ地震への警戒が高まっています。「自分の命は自分で

守る。 

自分たちの地域は自分たちで守る。」ことがなによりも大切です。 

特  徴 ・防災指定校（防災設備・教育の実施）である中津川市立第一中学

校で開催 

・中学生の協力 

・災害時要援護者（高齢者、障害者、外国人）の参加 

 

   防災運動会 ＝ 防災体験フェスティバル（防災体験会） 

参加者個人個人にいろいろな防災対策を体験してもらう 

 

参加人員 約７００名 

ロータリークラブメンバー ３０名 

経  費 総額１００万円 （中津川ロータリークラブ拠出） 

・運営費 ６０万円 

・寄贈品 大鍋４０万円 （４７０人分の炊き出し用） 

     終了後中津川市へ寄贈  

参 加 賞 （スタンプラリー方式）  「LED 電燈付防災ホイッスル」 

-13-



 

●中津川市立第一中学校グランドにて 

約７００名の参加にて、開催 

●中津川第一中学校が防災指定校にな

っており、防災設備が整っており、防

災教育も実施されている 

●運営費は６０万円、大鍋４０万円全

額中津川ＲＣが拠出 

 

  

４７０人分の炊き出しができる大鍋 運動会終了後は中津川市へ寄贈 

豚汁アルファ米を炊き皆さんに配布 

  

  

安心安全搬送リレー 

竹２本と毛布を使って搬送 

大声競争「火事だー」と大声を出す 

外国人は、「ファイヤー」を音量測定 

  

  

水パック消火競争 

水パックを投げて火を消す訓練 

煙体験 

煙発生装置を使い、煙にまかれる体験 
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マンホールトイレ体験 

マンホールに設置した簡易トイレ体験 

避難所設営体験 

避難所に、プライバシー確保をする為、

段ボールでパーテーションを作る体験 

  

  

AED による心肺蘇生と人命救助体験 防災紙芝居 

  
  

避難応急便利グッズの作成 一中ブース・各組織、団体パネル展示 

  
  

障害者体験・支援ブース 新聞記事 
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4 津ロータリークラブ 

「神戸新池さかな放流事業」      津ＲＣ 環境保全委員長 石倉紀男 

津ロータリークラブ 環境保全活動 さかな放流事業 

 

 

 

 

 

事業内容 神戸新池 さかな放流事業 

 津ロータリークラブでは、津市内の里山・ため池の環境

保全の一環として、神戸新池に日本のため池ならどこでも

住んでいる在来魚の放流を行いました。 

 

今回放流を行った神戸新池は、農林水産省のため池１００

選に選ばれた「野田・片田地区のため池群」の一つです。

野田地区のため池は地元の皆さんの長年の維持管理で周

囲の景観とマッチして、素晴らしい憩の場として保存され

てきました。 

 

しかし数年前、新池は池干しで外来魚は駆除され、以来、

魚のいない死んだ池の状態が続いていました。 

 

そこで、景観だけでなく、日本古来のドジョウ、フナを放

流して生きた池にもどして、うるおいを付加したいと考え

ました。 

 

２０１３年７月２８日（日）と１１月１７日（日）の２

回にわけて行い、７月にはドジョウを１１月にはフナを放

流し、その模様はマスコミ（中日新聞・ＮＨＫ・三重テレ

ビ）に紹介されました。 

 

また、この事業は地元の神戸第二自治会と共同で実行し、

学区の神戸小学校の児童・教諭にも参加頂きました。 

 

第１回目 ２０１３年７月２８日（日） ドジョウ放流 

参加者：３６名（津ＲＣ会員１５名、家族７名、神戸第二

自治会５名、神戸小学校児童７名、教員２名） 

 

第２回目 ２０１３年１１月１７日（日） フナ放流 

参加者：４４名（津ＲＣ会員１６名、家族１２名、神戸第

二自治会５名、神戸小学校児童８名、教員３名） 
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第 1回 7月 28 日日曜日 暑い中集合 

  

  

放流するドジョウ 氷で冷やしているが放流までの 1時間元気でいるか心配 

 

  

神戸新池に向けて出発 

  

  

みんなでドジョウを放流 
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第２回 11 月 17日日曜日 小春日和の中集合 

  

  

フナも元気 気持ちよく出発 

  

  

  

みんなでフナを放流 
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広報活動について 

 ロータリークラブの社会奉仕への取り組みを広く知って頂く為の広報活動 

 津市記者クラブへプレスリリースの発信。 

 マスコミでの紹介実績 

 第 1回放流事業  ２０１３(平成 25) 年 7月 28日（日）                                  

ＮＨＫ   7月 28日 12時 東海地方のニュース                                      

三重 TV  7月 28日 18時 三重テレビニュース                    

中日新聞 7月 30日 津市民版 

 第 2回放流事業  ２０１３(平成 25) 年 11月 17日（日）                           

三重 TV  11月 17日 18時 三重テレビニュース 
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